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平成２５年 ２月 １３日

里山砂防の覚書締結式開催について

記　者　発　表　資　料

問　い　合　わ　せ　先

発　表　記　者　ク　ラ　ブ

解 禁 指 定 な し

　石橋
イシバシ

　雅子
マサコ

TEL　0572-25-8020（代表）

＜　日　時　＞平成２５年２月２４日（月）　１５：００～１５：３０

 近年、安価な輸入材の影響で林業従事者の減少、少子化の進展などにより山の手入

れが行われ難くくなり、風倒木の放置など山の荒廃が全国的に進み、土砂や流木による

土砂災害のおそれが増大しています。 
 国土交通省では、従来から実施している砂防施設の整備等のハード対策に加え、山の

手入れなど地域の方々の協力（ソフト対策）を得て、自然環境豊かで災害に強い里山（地

域）づくりを全国で推進しています。 
 こうしたハード・ソフトの両面から総合的に土砂の流出や流木による被害を軽減し、自

然環境豊かで災害に強い地域づくりを「里山砂防」と呼称しています。 
 今回、中津川市の前山において里山砂防を実施することとなり、３者（国、市、割山組

合（住民））の協同で里山砂防の整備を進めるべく、覚書締結式を開催いたします。 
 

中津川市の前山で里山砂防を実施します 
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～ 前山における里山整備に関する三者覚書 ～ 
 

覚 書 締 結 式  次 第  
 
日 時：平成 26 年 2 月 24 日（月）15:00 ～15:30 
場 所：中津川市役所 ４階 大会議室 
進行役：中津川市役所 基盤整備部 建設課 原課長補佐 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
 
１．挨  拶：中 津 川 市 長   
             青 山 節 児 
 
２．挨  拶：多治見砂防国道事務所長 

  伊 藤 仁 志 
 
３．挨  拶：旧 19 区山林割山組合長 
             堀  俊 一 郎 
 
４．覚書締結 
 
 
５．写真撮影 
 
 
６．質疑応答 
 
 
 

別添-2 



平成26年2月24日  中津川市役所にて撮影  

覚書締結式で調印した出席者 
左から事務所長（伊藤仁志）、中津川市長（青山節児）、旧19区山
林割山組合長（堀俊一郎） 

締 結 式 の 様 子 
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